
６月 の
あなたの運勢
占い師 モナ・カサンドラ
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どのような、お子さんですか

叶偉くん・・・・元気いっぱい

羽生ちゃん・・・優しい

お気に入り

叶偉くん・・・・テレビゲーム

羽生ちゃん・・・すみっコぐらし

好きな食べ物

叶偉くん・・・・りんご、みかん

羽生ちゃん・・・お肉、卵焼き、鮭、いくら

みらいコミュニティ

津軽みらいの

わらしっ子

水瓶座
1.20▶2.18

★全体運★ハプニングの予感。忙しくなりそうですが大きな成果が期待できます。ピンチはチャンスなので冷静に対応を
★健康運★うっかりのけがに注意。安全確認は丁寧に
★幸運の食べ物★トウモロコシ

■津軽みらいのわらしっこ募集中！
お子様・お孫様の写真を広報誌に掲載しませんか？
　写真掲載のご希望は、☎0172-44-6081（総務課：広報係）へ
お気軽にご連絡下さい。
●掲載条件　・年齢は０歳～ 12歳（小学生まで）
　　　　　　・原則当ＪＡの組合員または准組合員のご家族であること

弘前市石川

工藤　叶
か い

偉 くん（ ７ 歳）

　　　羽
う い

生ちゃん（ ５ 歳）

工藤竜平さん・優花さん　夫妻の子供
組合員名：工藤　正川さん

文
芸
の
広
場

短　

歌

一
年
生
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
通
学
路

　
　
横
断
歩
道
で
手
を
上
げ
渡
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載
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し
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